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尾
原
ダ
ム
は
、

①
斐
伊
川
流
域
の
水
害
を
防
ぐ
洪

水
調
節
機
能

②
島
根
県
東
部
地
域
の
安
定
し
た

水
道
用
水
の
供
給
源
と
し
て
の

機
能

③
河
川
に
生
息
す
る
動
植
物
の
保

護
の
た
め
の
環
境
保
全
機
能

を
持
つ
多
目
的
ダ
ム
で
す
。
ダ
ム

の
堤
高
（
堤
防
の
高
さ
）
は
約
90

ｍ
、
貯
水
池
の
集
水
面
積
は
２
８

９
　
、
総
貯
水
容
量
は
県
内
最
大

の
６，

０
８
０
万
　
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

尾
原
ダ
ム
建
設
の
歴
史
は
、
昭

和
32
年
の
旧
建
設
省
と
島
根
県
に

よ
る
斐
伊
川
、
宍
道
湖
、
中
海
総

合
開
発
計
画
の
一
つ
「
斐
伊
川
中

流
ダ
ム
群
築
造
計
画
」
に
始
ま
り

ま
す
。

当
初
、
地
元
住
民
や
旧
木
次
町

執
行
部
、
同
町
議
会
は
「
ふ
る
さ

と
に
代
替
は
な
し
」
と
の
理
由
か

■
昭
和
32
年
2
月

「
斐
伊
川
水
系
総
合
開
発
計
画
」

地
元
説
明
会
開
催

■
昭
和
33
年
2
月

「
温
泉
地
区
斐
伊
川
中
流
ダ
ム
建

設
反
対
期
成
同
盟
」
結
成

■
昭
和
45
年
3
月

木
次
町
議
会
ダ
ム
対
策
特
別
委

員
会
設
置

■
昭
和
50
年
8
月

「
温
泉
地
区
ダ
ム
反
対
期
成
同
盟

会
」
結
成

■
昭
和
54
年
11
月

「
斐
伊
川
、
神
戸
川
の
治
水
に
関

す
る
基
本
計
画
」
発
表

■
昭
和
60
年
3
月

木
次
町
議
会
「
治
水
に
関
す
る

基
本
計
画
」
に
同
意

仁
多
町
議
会
「
治
水
に
関
す
る

基
本
計
画
」
に
同
意

■
平
成
3
年
4
月

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
着
手

■
平
成
3
年
10
月

「
尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
基

本
協
定
書
」
調
印

■
平
成
6
年
2
月

「
尾
原
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
基
本

計
画
」
の
公
示

尾

原

ダ

ム

年

表

■
平
成
7
年
11
月

「
尾
原
ダ
ム
建
設
に
伴
う
損
失
補

償
基
準
協
定
書
」
調
印

■
平
成
8
年
2
月

「
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
」

水
源
地
域
指
定

■
平
成
8
年
3
月

「
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
」

水
源
地
域
整
備
計
画
決
定

■
平
成
15
年
3
月

「
尾
原
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
基
本

計
画
」
の
変
更
の
公
示

■
平
成
15
年
9
月

尾
原
ダ
ム
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
工

事
着
手

写
真
左
か
ら
植
田
幸
夫
仁
多
町
尾
原
ダ

ム
対
策
同
盟
会
委
員
長
、
佐
藤
信
彦
建
設

省
中
国
地
方
建
設
局
長
、
友
塚
勇
北
原
地

区
ダ
ム
対
策
同
盟
会
委
員
長
、
亀
山
利
夫

尾
原
地
区
ダ
ム
対
策
同
盟
会
会
長

ら
ダ
ム
建
設
に
反
対
で
、
そ
の
後

長
年
に
わ
た
っ
て
三
者
一
体
と
な

っ
た
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
47
年
７
月
の
集

中
豪
雨
に
よ
る
宍
道
湖
周
辺
の
大

洪
水
が
斐
伊
川
、
神
戸
川
の
抜
本

的
な
治
水
対
策
の
推
進
に
拍
車
を

か
け
、
松
江
市
や
出
雲
市
な
ど
近

隣
自
治
体
の
「
斐
伊
川
、
神
戸
川

の
治
水
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に

対
す
る
同
意
が
相
次
ぎ
、
つ
い
に

旧
木
次
町
議
会
で
も
昭
和
60
年
３

月
、
地
元
反
対
住
民
が
傍
聴
す
る

中
で
基
本
計
画
へ
の
同
意
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
地
調
査
の
後
、
平

成
３
年
４
月
に
事
業
着
手
さ
れ
、

同
年
10
月
に
は
「
尾
原
ダ
ム
建
設

事
業
に
伴
う
基
本
協
定
書
」、
平

成
７
年
11
月
に
は
「
尾
原
ダ
ム
損

失
補
償
基
準
協
定
書
」
へ
の
調
印

が
、
旧
建
設
省
と
建
設
予
定
地
の

旧
木
次
町
及
び
仁
多
町
の
地
元
同

盟
会
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。尾

原
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
機
能

や
水
道
用
水
供
給
源
と
し
て
の
利

用
だ
け
で
な
く
、
ダ
ム
湖
の
周
辺

整
備
に
よ
る
多
目
的
な
利
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
に
よ

る
水
源
地
域
整
備
計
画
の
決
定

尾
原
ダ
ム
建
設
に
よ
る
周
辺
地

域
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
住
み
良

い
郷
土
に
す
る
た
め
、
平
成
５
年
、

尾
原
ダ
ム
は
「
水
源
地
域
対
策
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
く
指
定
ダ
ム

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
指
定

に
よ
り
、
ダ
ム
周
辺
地
域
の
道
路

な
ど
の
基
盤
整
備
や
生
活
環
境
整

備
、
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
総

額
約
１
０
０
億
円
の
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

②「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」
の

指
定

平
成
14
年
、
尾
原
ダ
ム
は
「
地

域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。「
地
域
に
開
か
れ

た
ダ
ム
」
と
は
、
地
域
の
創
意
工

夫
を
活
か
し
、
ダ
ム
の
地
域
へ
の

開
放
を
一
層
進
め
、
ダ
ム
が
地
域

に
密
着
し
た
施
設
に
な
る
よ
う
関

係
機
関
が
支
援
し
て
整
備
を
行

い
、
ダ
ム
を
核
と
し
た
地
域
活
性

化
を
図
る
制
度
で
す
。

こ
の
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
」

整
備
計
画
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
雲
南
市
で
は
日
本
ボ
ー

ト
協
会
認
定
の
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

（
１
０
０
０
ｍ
、
６
レ
ー
ン
）
の

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
雲
南

地
域
を
は
じ
め
県
内
に
お
け
る
ボ

ー
ト
競
技
の
普
及
を
目
的
に
、
平

成
14
年
か
ら
木
次
町
下
熊
谷
の
斐

伊
川
河
川
敷
で
毎
年
春
と
秋
、
お

花
見
レ
ガ
ッ
タ
、
秋
桜

コ
ス
モ
ス

レ
ガ
ッ
タ

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
島
根
県
百
年
の

大
計
と
い
わ
れ
る
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
事

業
3
点
セ
ッ
ト
（
志
津
見
・
尾
原
ダ
ム
建
設
、

斐
伊
川
放
水
路
建
設
、
大
橋
川
改
修
）
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
現
在
、
雲
南
市
木
次
町
の
尾

原
地
内
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

（
国
土
交
通
省
）
の
直
轄
と
な
る
こ
の
事
業
は
、

総
事
業
費
1，
5
1
0
億
円
も
の
巨
費
が
投
じ

ら
れ
、
平
成
22
年
度
中
の
完
成
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

雲
南
市
の
主
要
事
業
紹
介
　
そ
の
①

現地調査説明会（昭和60年8月）

ダムサイト（堤防）予定箇所

47年水害の様子（松江市）

お花見レガッタ（平成16年4月）

ダ
ム
の
機
能
と
概
要

ダ
ム
建
設
ま
で
の
経
緯

ダ
ム
湖
周
辺
整
備

に
つ
い
て



現在は、ダム
建設により水没
する道路の付替
工事、ダム本体
建設中に斐伊川
の水を一時的に
迂回させるため
の仮排水路工事
の施工を進めて
います。
付替道路につ

いては、13路線
約18kmの延長があり16年度末で全延長の5割程度の進捗
になると思われます。平田佐白線につきましては17年度
中に一部供用開始する予定です。
付替道路では「ふるさとの森づくり」として道路工事
で発生する法面を早期に自然の森に戻すため、周辺に存
在するクヌギやカシ等の苗木を法面に植樹しています。
仮排水路は延長540mの水路トンネルで、16年6月4日
より掘削を開始し17年2月3日に貫通しました。今後は
覆工コンクリートの施工を進めていきます。
仮排水路工事が完成しますと、斐伊川の水をせき止め
転流を行います。その後、仮締切堤を施工し、いよいよ
ダム本体工事着手となります。

おかげさまで工事も順調に進んでいます。これも地元
関係者や関係機関のみなさんのご協力のおかげです。
これから工事も最盛期を迎えようとしています。本体
工事はまだ先ですが橋梁の上部工事等大規模な工事が目
白押しです。
日頃めったに見られない大型ダンプが走り、コンクリ
ート打設が始まればコンクリート製造から打設までの過
程を見ることができます。そのスケールの大きさに感動
されると思います。ぜひ一度現場を見学に来て下さい。
また、木次町平田地区の尾原ダム工事分室に隣接して

「尾原ダムＰＲ館」もあり、ダム事業について紹介して
いますので、こちらへのご来場もお待ちしています。
終わりに、工事中はみなさんにもご迷惑をおかけしま
すが、細心の注意を払い施工していきますので、引き続
きご協力をお願いします。
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現在のダム関連工事の進捗状況について

国土交通省中国地方整備局斐伊川
神戸川総合開発事務所　尾原ダム工事分室

建設監督官 原　啓一朗

こ
の
尾
原
ダ
ム
建
設
に
は
、
多

く
の
方
の
移
転
が
伴
っ
て
お
り
、

全
体
で
111
戸
、
そ
の
う
ち
木
次
町

地
内
の
対
象
家
屋
は
67
戸
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。
木
次
町
地
内
に
移

転
先
の
地
と
し
て
整
備
さ
れ
た
３

つ
の
住
宅
団
地
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

自
治
会
（
塔
の
村
東
・
共
和
南
・

浜
が
丘
）
が
結
成
さ
れ
、
新
た
な

地
で
の
第
２
の
ふ
る
里
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
付
替
道
路
や
仮
排
水
路

な
ど
の
工
事
が
本
格
化
す
る
中
、

ダ
ム
本
体
の
直
下
流
に
位
置
す
る

尾
原
地
区
で
は
、
日
々
工
事
と
隣

り
合
わ
せ
の
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
尾
原
ダ
ム
建
設

は
、
半
世
紀
に
も
及
ぶ
長
い
歴
史

の
中
で
、
貴
重
な
財
産
の
提
供
な

ど
関
係
の
み
な
さ
ん
の
尊
い
犠
牲

と
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
の
深
い

ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
で
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
建
設
は
地
域
住
民
の
協
力
に
よ
る
賜た

ま

物も
の

斐
伊
川
の
水
で
結
ば
れ
る

〜
上
下
流
域
の
交
流
〜

尾
原
ダ
ム
周
辺
で
は
、
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
下
流

域
の
住
民
と
地
元
住
民
と
の
間
で
様
々
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
交
流
（
平
成
16
年
12
月
）

菜
の
花
ま
つ
り
（
平
成
16
年
4
月
）

Ｑ1

ダム完成に向けてみなさんへのメッセージＱ2

仮排水路の掘削作業

仮排水路の吐け口

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
勉
強
会 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
勉
強
会 

新 

し 

い 

ふ 

る 

さ 

と 

づ 

く 

り 

２
月
５
日
、
吉
田
町
吉
田
に

あ
る
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
宿
　
若

槻
屋
」
を
会
場
に
、
ふ
る
さ
と

島
根
定
住
財
団
の
主
催
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
勉
強
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
都
市
に
住
む
人
が
農
山
漁

村
地
域
の
農
家
な
ど
に
滞
在

し
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
歴
史
・
文
化
を
知
り
、

人
々
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
で
す
。

こ
の
日
は
、
吉
田
町
で
行
っ
て
い
る
街
並
み
保
存
活
動
に
ち
な

ん
で
、
そ
の
先
進
地
で
あ
る
愛
媛
県
の
内
子
町
か
ら
岡お

か

田だ

文ふ
み

淑よ
し

さ

ん
を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
経
過
や
街
並
み
保
存
の
仕
組
み

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
「
吉
田
町
の
街
並
み
は
保
存
す
る
価
値
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
住
民
や
行
政
な
ど
地
域
一
体
と
な
っ
て
守
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
こ
こ
に
し
か
な
い
ふ
る
さ
と
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
農
家
な
ど
で
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
す
る
場
合
、

施
設
基
準
を
満
た
し
、
さ
ら
に
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、

島
根
県
で
は
、
特
区
の
指
定
に

よ
り
こ
れ
ら
の
規
制
を
緩
和
し
、

滞
在
型
観
光
の
拡
大
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
来
、

市
内
の
状
況

を
把
握
し
、

土
地
感
を
養

っ
て
お
か
な

く
て
は
と
、
全
域
を
回
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
吉
田
町
芦
谷
の
や
ま
め

の
里
の
取
れ
た
て
の
魚
料
理
、
大
東

町
の
山
王
寺
神
楽
等
々
、
雲
南
市
な

ら
で
は
こ
そ
の
味
わ
い
を
堪
能
し
つ

つ
、
さ
す
が
553

！
ほ
ん
と
に
広
い

な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

安
心
、
安
全
、
新
鮮
な
農
産
物
を
産

み
出
す
肥
え
た
土
地
、
豊
か
な
森
林

資
源
、こ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
伝
統
、

文
化
こ
そ
雲
南
市
の
誇
る
財
産
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
日
本
全
体
で
は
人
口
が
減

少
す
る
一
方
大
都
市
へ
の
人
口
集
中

が
続
き
、
ま
た
、
こ
の
地
方
で
は
松

江
市
、
出
雲
市
な
ど
へ
の
人
口
集
中

が
あ
る
中
、
雲
南
市
の
定
住
人
口
増

加
対
策
は
、
困
難
を
極
め
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
前
述
し
た

当
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
雲
南
地
域

へ
の
交
流
人
口
増
加
対
策
が
大
切
で
す

し
、
そ
の
こ
と
が
観
光
産
業
の
振
興
に

繋
が
る
戦
略
だ
と
思
い
ま
す
。

17
年
度
に
は
庁
舎
内
に
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま
す
が
、
市

民
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
を
大
い
に
活

か
し
、
産
業
振
興
を
は
か
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

地
方
自
治
功
労
で
福ふ

く

島し
ま

銀ぎ
ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章

故
福
島
銀
次
郎
さ
ん
（
三
刀

屋
町
給
下
・
十
一
月
十
六
日
死

去
）
の
地
方
自
治
功
労
に
対
し
、

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

福
島
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一

年
に
三
刀
屋
町
議
会
議
員
に
初

当
選
さ
れ
て
以
来
、
平
成
六
年

ま
で
六
期
二
十
四
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
町
政
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
刀
屋
町
土
地
開
発

公
社
理
事
な
ど
の
公
職
を
歴
任

さ
れ
、
地
域
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
さ
ん
の
生
前
の
ご
労
苦

に
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
叙

勲
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬

意
と
祝
意
を
表
し
ま
す
。

2
月
5
日
か
ら
市
内
6
地
区
で
市

政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
加
茂
町
ラ
メ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
懇
談
会
に
は
、
約
150
人
の
市

民
が
集
ま
り
、市
か
ら
は
速
水
市
長
、

内
田
・
影
山
両
助
役
、土
江
教
育
長
、

そ
し
て
各
部
長
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
現
況
の
市

政
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
新

し
く
取
り
組
ん
で
い
く
地
域

委
員
会
や
各
種
施
策
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
説
明
が
終
わ
る

と
参
加
者
か
ら
意
見
や
提
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
今
回
の
懇
談
会
で
み
な
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
言
を

市
報
に
掲
載
し
ま
す
と
と
も
に
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜

〜
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜 

〜
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜 

岡田文淑さん

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会
は
じ
ま
る 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会
は
じ
ま
る 

市
政
懇
談
会
は
じ
ま
る 

雲
南
市
の
主
要
事
業
紹
介



■と き　1月30日・2月6日開催
■ところ　雲南市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター・加茂中学校
★優　勝　神原東　　★準優勝　亀山団地　　★3位　延野

■と　き　1月30日開催
■ところ　大東町民体育館
●ダブルス
優　勝【団体戦1部】 海潮クラブＡ

【団体戦2部】 チームｏｎ　ｌｉｎｅ（大東町）
【個人戦1部】 勝部賢治、安川賢太ペア
【個人戦2部】 森山智之、佐々木瑞江ペア

●シングル
優　勝【男子の部】 井田大貴

【女子の部】 森山美咲

■と　き　2月6日開催

■ところ　三刀屋文化体育館アスパル

●団体の部
優　勝【小学校中学年男子】 入間剣道教室（掛合町）

【小学校高学年男子】 田井剣道教室A（吉田町）

【小学校女子】 田井剣道教室（吉田町）

【中学校男子】 三刀屋中学校A

【一般高校男子】 三刀屋体協A

【一般高校女子】 三刀屋高校B

●個人の部
優　勝【小学校中学年男子】 景山 至

【小学校高学年男子】 神田敬太

【小学校中学年女子】 三次遥香　

【小学校高学年女子】 陶山千里

【中学校男子】 稲田慎也

【中学校女子】 奥田美穂

【一般高校無段男子】 堀江邦男

【一般高校有段男子】 田中修司

【一般高校無段女子】 福間遼子

【一般高校有段女子】 周藤百合江

■と　き　2月6日開催　■ところ　温泉小学校体育館
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○3km
・小学3年生以下の部
田部幹也（仁多町）13分36秒

・小学4～6年生の部
吹田啓介（木次町）10分38秒

・中学生の部
安部伸也（木次町）9分44秒

・高校・一般の部　
藤原栄司（木次町）8分36秒

・50歳以上の部
石飛　隆（木次町）10分41秒

○5km
・小学生の部
田中浩貴（木次町）22分23秒

・中学生の部
山根慎也（木次町）16分31秒

・高校・一般の部
柘殖浩二（出雲市）17分38秒

・50歳以上の部
伊藤和夫（出雲市）17分11秒

○最年少出場者賞
竹下和貴（木次町）

○最高齢出場者賞
石飛　稔（出雲市）

卓球
優　勝【団体の部】 東・漆仁自治会

【男子の部】 松原雄二

【女子の部】 川角幸子

【小学生の部】 川本　遼

ビームライフル
優　勝【団体の部】 槻の屋自治会

【男子の部】 西村寿夫　

【女子の部】 難波ゆき子

【シニアの部】 勝部博充

２
月
６
日
、
こ
の
時
期
の
恒
例

と
な
っ
て
い
る
第
33
回
雲
南
市
長

杯
か
け
や
ト
ラ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
、
道
の
駅
「
掛
合
の
里
」

交
流
の
館
で
開
か
れ
、
42
名
の
愛

好
者
が
掛
合
ト
ラ
ン
プ
で
勝
負
を

競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
掛
合
町
ト
ラ
ン

プ
同
好
会
（
中
澤
一
夫
会
長
）
が

主
催
し
、
冬
場
の
遊
び
と
し
て
毎

年
２
月
最
初
の
日
曜
日
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

競
技
は
、〝
絵
と
り
〞
と
呼
ば

れ
る
独
特
の
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
、

６
人
の
う
ち
４
人
が
２
人
の
ペ
ア

を
組
ん
で
対
戦
し
ま
す
。
ペ
ア
で

絵
柄
札
を
と
っ
て
い
き
、
絵
柄
札

の
獲
得
枚
数
に
よ
り
勝
敗
が
決
ま

り
ま
す
。
ペ
ア
の
呼
吸
と
試
合
前

に
決
め
た
〝
切
り
札
〞
の
使
い
方

が
勝
敗
を
左
右
し
ま
す
。

中
澤
会
長
は
「
こ
の
ト
ラ
ン
プ

は
、
対
戦
相
手
だ
っ
た
人
と
今
度

は
ペ
ア
を
組
ん
だ
り
、
駆
け
引
き

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
必
要
だ
っ
た

り
、
と
て
も
奥
が
深
い
競
技
だ
と

思
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く

伝
統
競
技
を
し
っ
か
り
後
世
に
伝

え
、
さ
ら
に
交
流
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
こ
の
ト
ラ
ン
プ
大

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

職
業
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
掛
合
町
ト
ラ

ン
プ
同
好
会
事
務
局
（
白
築
角
市

さ
ん

０
８
５
４
・
６
２
・
０
２
１
４
）

ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ら
が
出
席
。
留
学
生
を
代
表
し
て
ヤ

ス
オ
・
ミ
カ
さ
ん
が
「
日
本
の
文

化
・
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
た
め
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
発
見
を
し
た
い
。
日
本
の

ふ
る
さ
と
で
の
生
活
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
、
留
学
生
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
日
程

を
と
も
に
す
る
ほ
か
、
小
学
校
訪
問

や
陶
芸
・
料
理
教
室
な
ど
も
行
う
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
７
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
の

１
か
月
間
、
早
稲
田
大
学
の
留
学
生

10
人
が
、
雲
南
市
大
東
町
内
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
事
業
に
よ
る
生
活
体
験
や

文
化
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
は
、
ア

メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
・
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
市
に
あ
る
ア
ー
ラ

ム
大
学
の
教
授
が
大
東
町
山

王
寺
の
神
代
神
楽
の
映
画
撮

影
に
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
昭
和
61
年
か
ら

大
東
国
際
文
化
交
流
協
会

（
黒
田
直
幸
会
長
）
が
中
心

と
な
り
取
り
組
ん
で
き
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
20
年
間
で

415
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。

７
日
に
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
桂
荘
で
開
か
れ
た
歓

迎
会
で
は
、
速
水
市
長
や
黒

田
会
長
、
早
稲
田
大
学
の
ト

ー
マ
ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
教
授

第27回木次町新年走ろう大会

第22回加茂町バスケットボール大会

平成16年度木次町温泉地区冬季1日スポーツのつどい

大東オープンバドミントン大会

第46回　飯石郡剣道大会

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る
伝
統
伝
統
の
輪
を
広
げ
よ
う 
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
輪
を
広
げ
よ
う 

か
け
や
ト
ラ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 
か
け
や
ト
ラ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 
か
け
や
ト
ラ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 
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国
際
交
流

国
際
交
流
で
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り 

国
際
交
流
で
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業

交
流
事
業 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業

交
流
事
業 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業 

（敬称略）

■と　き　1月23日開催　■ところ　勤労青少年ホーム前発着

【一般男子の部】

優　勝　中電工雲南　　　準優勝　あか川ホタル

【レディースの部】

優　勝　妖貴妃　　　　　準優勝　寺領小おかか組

【少年の部】

優　勝　あか川ジュニア　準優勝　寺領っ子ファイターズ

第21回木次町大綱引き大会
■と　き　1月25日開催　■ところ　雲南市木次体育館



4週間あける 1週間あける 

生ワクチン 

ポリオ、麻しん、 
風しん、BCG

不活化ワクチン 

三種混合、 
二種混合、 
日本脳炎 

次の接種 

実施期間 

実施医療機関 

予防接種の種類 

平成17年3月1日（火）～3月7日（月）の期間限定。 
平日は18時から20時頃、休日は１７時頃までです。 

定期予防接種（麻しん、風しん、三種混合、二種混合、日本脳炎） 

前日までに 
電話で予約 

予約なし 

前日までに 
電話で予約 

３日前までに 
電話で予約 

対象となる年齢 

個人負担 

生後3ヶ月～９０ヶ月（7歳6ヶ月）未満の児 

無料（但し、特別の検査等にかかる費用は個人負担とします） 

基常小児科医院　 
出雲市塩冶町1530-1　　　　0853-21-1262

しみず小児科循環器科医院　 
松江市上乃木9丁目20-28　　0852-31-8380

いんべ杉谷内科小児科医院　 
松江市東忌部町83-22　　　0852-33-2800

いしいクリニック　 
松江市古志原6丁目10-36　　0852-55-6363 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで3月7日（月）までに情報政策課へお願いします。 【お問い合わせ先】情報政策課 　0854－40－1015　E-Mail：jyouhouseisaku＠city．unnan．shimane. jp

辰徳くん（大東町新庄） 
たつ のり 

平成16年3月4日生まれ 

いつも元気で笑顔の辰徳。
みんなをほのぼのとさせ
てくれます。 

内
田
隆
さ
ん
・
美
雪
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

海翔くん（大東町新庄） 
かい と 

平成16年3月16日生まれ 

元気いっぱいわんぱくか
いちゃん。すくすくと大き
くなあれ。 

舟
木
勝
俊
さ
ん
・
亜
希
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

海祐ちゃん（加茂町宇治） 
み ゆ 

平成16年3月24日生まれ 

いつも元気で笑顔いっぱいの
海祐ちゃん。お姉ちゃんと仲
良く、すくすくと育ってね！ 

小
林
誠
さ
ん
・
さ
お
り
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

瑠星くん（三刀屋町粟谷） 
りゅう せい 

平成16年3月24日生まれ 

瑠ちゃんはパパとママの
宝物だよ。優しい子に育
ってね！ 

日
野
透
さ
ん
・
亜
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

空良くん（加茂町近松） 
そ ら 

平成16年3月26日生まれ 

元気いっぱいのそらくん！
大好きな２人のお兄ちゃ
んとずーっと仲良くね！！ 

梶
谷
周
司
さ
ん
・
明
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

悠稀くん（三刀屋町三刀屋） 
はる き 

平成16年3月29日生まれ 

悠稀の笑顔がみんな大好
きだよ。これからも笑顔い
っぱいの悠稀でいてネ！ 

名
原
大
吾
さ
ん
・
美
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

敏明くん（三刀屋町給下） 
とし あき 

平成16年3月31日生まれ 

素敵な笑顔の敏明くん。
兄弟仲良く元気に育って
ね！ 

小
山
久
紀
さ
ん
・
恵
里
さ
ん
の
お
子
さ
ん 
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期
間
・
場
所
限
定
で
す

が
子
ど
も
の
予
防
接
種

が
受
け
ら
れ
ま
す
！

3
月
1
日
（
火
）
〜
7
日
（
月
）

の
間
、
子
供
の
予
防
接
種
が

土
・
日
・
夕
方
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
安
全
に
受
け
る
た

め
に
は
適
正
な
時
期
・
時
間
に
受

け
て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
が
、

受
け
に
く
い
方
の
た
め
、
厚
生
労

働
省
の
主
催
す
る
「
こ
ど
も
予
防

接
種
週
間
」
に
合
わ
せ
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
安
全
な
接
種
の
た
め
に
次

の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

2

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
方
法
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
希
望
日
前
に
、
左
記
の
医
療
機
関
に
電

話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
市
（
最
寄
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
へ

個
別
予
防
接
種
の
申
請
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
必
ず
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
保
護
者
代
理
の
申
請
で
も
可
）

③
市
が
発
行
す
る
「
個
別
予
防
接
種
依
頼

書
」
と
予
診
票
を
持
っ
て
医
療
機
関
で

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

④
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
を
電
話
等
で

市
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
雲
南
市
健
康
推
進
課
又
は

お
近
く
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
３
・
６
１
４
２

加
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
９
・
８
６
１
２

木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
８
３

三
刀
屋
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
５
・
９
５
０
１

吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
７
４
・
０
２
１
５

掛
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
６
２
・
０
７
２
７

雲
南
市
健
康
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

イレイン・ホンさん 

木次町民の皆様、お久しぶりです。雲南
市民のみなさんはじめまして、私は国際交
流員、イレイン・ホンです。私のことをよ
く知らない人に、ちょっと自己紹介します。

木次町で国際交流員をしてもう2年目になります。見た目は日本人に
見えますけど、オーストラリア人です。私の生まれは香港、育ちはシ
ドニーです。
シドニーといえばオリンピック、オペラハウス？ま～、そう言いま

すけど、今回みなさんに紹介したいのは、夏のシドニーです。今雲南では雪がたくさん降っ
てますけど、向こうではちょうど夏です。今年の冬休みに、みなさんがこたつでみかんを食
べていたとき、私はシドニーに帰って、毎日ビーチで泳ぎました。夏のクリスマスを久しぶ
りに過ごしました。オーストラリア人にはある決まりがあります。それはクリスマス（12月
25日）に必ず海で過ごすこと。友達と家族と一緒にビーチでピクニックをしたり、サンタさ
んの帽子をかぶったり、ワインを飲んだりします。楽しそうでしょう？！私の写真を見て、
少し味わってください。では、また今度会いましょう。 イレイン

イレインさんからタップダンス教室のお知らせ
みなさん！国際交流しながら一緒に踊りませんか？新しい挑戦してみませんか？というわけで、次のとお

りタップダンス教室を開きます。年齢や性別は問いませんのでどなたでも参加してください。

【日　時】初回は3月3日（木）19：00～20：00。2回目からは、毎週木曜日を予定しています。

【場　所】サンワーク木次（木次勤労者総合福祉センター）おろち湯ったり館となり

【参加費】無料　※運動できる服装で参加してください。

【お問い合わせ・お申込み先】
雲南市国際交流室　　　　　　　　　　　４０－１０１４
または木次総合センター自治振興課　　　４０－１０８０まで

予
防
接
種
は
、
そ
の
効
果
と
安
全
性

の
た
め
定
め
ら
れ
た
期
間
を
あ
け
て
次

の
接
種
を
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。



大
東
中
学
校

を
会
場
に
中
学

生
を
対
象
と
し

た
英
語
キ
ャ
ン

プ
が
開
か
れ
、

生
徒
た
ち
は
ゲ

ー
ム
や
歌
な
ど

を
通
し
て
外
国

文
化
の
理
解
や

外
国
人
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
雲
南
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
キ
ャ
ミ
ー
ル
・
ハ
ン
ブ
ル
ス
さ
ん

と
大
東
・
海
潮
中
学
校
が
企
画
し
た
も
の
で
、

市
内
外
か
ら
18
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国

際
交
流
員
）
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た

生
徒
た
ち

は
、
は
じ
め

は
英
語
を
話

す
の
も
緊
張

気
味
で
し
た

が
、
徐
々
に

慣
れ
て
く
る

と
英
語
で
の

会
話
に
話
を

は
ず
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
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１
月
22
日
、

吉
田
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、

地
域
住
民
や

中
学
生
ら
の

手
作
り
に
よ

る
「
吉
田
ふ

る
さ
と
か
る

た
」
を
使
っ

た
世
代
間
交

流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と

の
自
然
や
行
事
、
伝
統
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
つ
く
ら
れ
た
こ
の
ふ
る
さ
と
か
る

た
。
当
日
は
、
地
元
の
高
齢
者
教
室
生
や
小
学
生
、

親
子
連
れ
な
ど
約
50
名
が
か
る
た
に
挑
戦
し
、
会
場

は
終
始
大
き
な
歓
声
に
つ
つ
ま
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た

か
る
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
か
る
た
を
終
え
る
と
、
け
ん
玉
や
お
手
玉
、

お
は
じ
き
、
こ
ま
回
し
な
ど
、
昔
の
遊
び
を
通
じ
て

の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
高
齢
者
教
室
生

の
ひ
と
り
は
「
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
久

し
ぶ
り
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
交

流
を
通
し
て
、
将
来
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

私
た
ち
の
力
で
も
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ふふふふ
るるるる
ささささ
とととと
かかかか
るるるる
たたたた
でででで
世世世世
代代代代
間間間間
交交交交
流流流流

１
月
30
日
、
今
年
で

18
回
目
を
む
か
え
る
広

島
県
音
戸
町
と
雲
南
市

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
カ
キ
ま
つ
り
」
が
道
の

駅
「
掛
合
の
里
」
で
開

か
れ
、
地
元
の
特
産
品
や
新
鮮
な
カ
キ
を
買
い
求
め

る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
、
海
（
音
戸
町
）
と
山

（
旧
掛
合
町
）
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

や
物
産
販
売
な
ど
の
交
流
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

カ
キ
の
販
売
に
先
が
け
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
影
山
喜
文
助
役
が
「
市
町
村
合
併
も
あ
り
両
町

の
姉
妹
縁
組
と
し
て
の
関
係
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
交
流
の
歴
史
を
大
切
に
し
た

こ
の
よ
う
な
交
流
が
引
き
続
き
行
わ
れ
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
カ
キ
は

２
時
間
ほ
ど
で
完
売
と

な
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た

ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選

会
や
路
上
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
催
し
も
あ
り
、

大
好
評
の
う
ち
に
イ
ベ

ン
ト
は
終
了
し
ま
し

た
。

三
刀
屋
町
多
久
和
に
あ
る
寿
福
寺
で
、

毎
年
２
月
１
日
に
行
わ
れ
る
「
堂
餅
引

（
地
元
で
は
堂
餅
つ
ぁ
ん
と
呼
ば
れ
る
）」

が
あ
り
、
雪
が
降
り
し
き
る
中
、
地
元
の

住
民
の
手
に
よ
っ
て
、
直
径
80
cm
ほ
ど
の

大
き
な
餅
が
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

堂
餅
引
は
、
平
安
時
代
か
ら
こ
の
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
、
住
職
に
よ
り

「
上
」、「
下
」
と
書
か
れ
た
餅
を
住
民
ら
が

担
ぎ
、
本
堂
か
ら
石
段
を
登
り
観
音
堂
へ

奉
納
し
ま
す
。

観
音
堂
で
は
、
参
列
者
ら
が
大
き
な
数

珠
を
ま
わ
し
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
や

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

ま
た
、
寿
福
寺
で
は
５
年
に
１
度
「
堂

餅
落
と
し
」
と
い
う
行
事
も
行
わ
れ
、
そ

の
年
に
当
た
る
来
年
は
、
上
組
、
下
組
に

分
か
れ
た
住
民
が
天
井
に
吊
る
さ
れ
た
大

き
な
餅
を
競
っ
て
落
と
し
合
い
ま
す
。

１
月
19
日
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
お
ろ
ち
湯

っ
た
り
館
の
開
館
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

斐
伊
幼
稚
園
（
木
次
町
）

の
園
児
た
ち
が
温
水
プ

ー
ル
と
温
泉
を
楽
し
み

ま
し
た
。

休
館
と
な
る

こ
の
日
、
園
児

た
ち
が
泳
ぎ
や

す
い
よ
う
に
と

プ
ー
ル
の
水
深

は
80
cm
と
浅
め

に
調
整
。
園
児

た
ち
は
、
同
館

イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
水
に

慣
れ
る
方
法
や

泳
ぎ
方
な
ど
の

指
導
を
受
け
、

プ
ー
ル
遊
び
を

楽
し
ん
だ
後

は
、
温
泉
に
入

浴
し
、
体
の
芯

か
ら
温
ま
り
ま

し
た
。

おおおお
ろろろろ
ちちちち
湯湯湯湯
っっっっ
たたたた
りりりり
館館館館
でででで
温温温温
水水水水
ププププ
ーーーー
ルルルル
開開開開
放放放放

堂堂堂堂
餅餅餅餅
引引引引

加
茂
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
３
月
19
日
に
埼
玉

県
で
開
催
さ
れ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に

向
け
、
現
在
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

同
校
の
吹
奏
楽
部
は
、
２
月
５
日
に
開
か
れ
た
全
国
大
会

予
選
と
な
る
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
中
国
大
会

へ
木
管
弦
打
楽
器
と
金
管
打
楽
器
の
２
チ
ー
ム
で
出
場
し
、

両
チ
ー
ム
と
も
金
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
木
管
弦
打
楽
器

８
重
奏
の
小
池
亜
衣
さ
ん
、
槙
原
絵
美
さ
ん
、
今
岡
裕
美
さ

ん
、
神
門
成
美
さ
ん
、

岡
田
都
さ
ん
、
渡
部

あ
か
り
さ
ん
、
保
科

有
香
さ
ん
、
武
藤
な

つ
み
さ
ん
の
８
人
。

管
楽
器
の
フ
ル
ー
ト
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ

ッ
ク
ス
、
弦
楽
器
の

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
打

楽
器
の
マ
リ
ン
バ

（
木
琴
）、
ビ
ブ
ラ
フ
ォ

ン
（
鉄
琴
）
を
組
み

合
せ
て
演
奏
し
ま
す
。

日
頃
の
練
習
成
果

を
発
揮
し
、
息
の
合

っ
た
演
奏
で
全
国
大

会
で
の
上
位
入
賞
を

め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

加加加加
茂茂茂茂
中中中中
学学学学
校校校校
吹吹吹吹
奏奏奏奏
楽楽楽楽
部部部部
練練練練
習習習習
中中中中

中中中中
学学学学
生生生生
のののの
英英英英
語語語語
キキキキ
ャャャャ
ンンンン
ププププ

雲雲雲雲
南南南南
市市市市
・・・・
音音音音
戸戸戸戸
町町町町
交交交交
流流流流
イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト



市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
調
整
課
ま
で

平
成
17
年
４
月
か
ら
特
別
障
害
給
付
金
の

給
付
が
始
ま
り
ま
す
。

《
対
象
者
》

・
平
成
3
年
3
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生
。

・
昭
和
61
年
3
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加

入
者
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者

等
の
配
偶
者
。

こ
れ
ら
の
方
の
う
ち
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が

あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１，
２
級

に
該
当
す
る
方
。

《
支
給
額
》

1
級
…
…
月
額
5
万
円

2
級
…
…
月
額
4
万
円

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
の
あ
っ
た
月
の

翌
月
分
か
ら
で
す
。

《
請
求
先
等
》

請
求
窓
口
は
、
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
調
整
課
又
は
雲
南
市
役
所
市
民
生
活
課

と
な
り
ま
す
。

請
求
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
平
成
17
年
４
月
１
日
に
す
で
に
65
歳
以
上
の

上
記
対
象
者
の
方
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
請
求
で
き
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
）

《
そ
の
他
》

支
給
額
は
毎
年
度
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
が

あ
り
、
ま
た
、
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制
限
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
支

給
制
限
も
あ
り
ま
す
。

支
払
い
は
、
年
６
回（
偶
数
月
）で
、
前
月

ま
で
の
分
を
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
日
本
国
内
に
住
所
が
無
い
場
合
は

支
給
出
来
ま
せ
ん
。

《
お
知
ら
せ
》

請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
５
月
か
ら
受
け
取

る
た
め
に
は
、
平
成
17
年
４
月
中
に
請
求
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
障
害
認
定
に
必
要
な
添

付
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

ま
ず
は
、
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調

整
課
、
又
は
雲
南
市
役
所
市
民
生
活
課
に
請

求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状
況
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
非
常
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ

り
ま
す
が
、
支
給
の
決
定
ま
で
数
ヶ
月
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

現
在
、
合
併
前
の
旧
町
村
で
発
行
い
た
し

ま
し
た
老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証
を
使
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
付
け
で

雲
南
市
の
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
に
切

り
替
え
を
行
い
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
新
し
い
医
療
受
給
者
証
を

該
当
者
の
皆
様
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
上
、
旧
町
村
発
行
の
受
給
者
証
を

処
分
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

4
月
か
ら
医
療
機
関
へ
は
新
し
い
医
療
受
給

者
証
を
ご
提
示
願
い
ま
す

４
月
か
ら
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
場
合

は
、
新
し
い
老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証
を

ご
提
示
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

スポーツ安全保険に加入しましょう スポーツ安全保険に加入しましょう スポーツ安全保険に加入しましょう 対象は５人以上のグループです 

区　　　分 対象となる事故の範囲 
掛　金 

（1人年額） 

成人のスポーツ団体※ 団体活動中と 
その往復中 

団体活動中と 
その往復中 

団体活動中と 
その往復中以外 

1,500円 

800円 

9,000円 

1,000円 

 
1,050円 

500円 

2,000万円 

600万円 

500万円 

1,000万円

2,100万円 

100万円 

2,000万円 

3,000万円 

900万円 

750万円 

1,500万円 

3,150万円 

150万円 

3,000万円 

老人クラブ団体（60歳以上） 

危険度の高いスポーツ 

子どものスポーツ団体の指導者 

こどもの団体（中学生以下） 

こどもの団体（中学生以下）、 
文化、ボランティア活動団体（高校生以上） 

傷害保険 

死亡 後遺障害 入院 通院 
最高 

 

1,800円 
 

2,500円 

5,000円 

1,000円 

4,000円 
1日につき 

 

 

1,000円 

 

2,000円 

500円 

1,500円 
1日につき 

※成人の特殊スポーツ（山岳登はん、スカイダイビング、ハンググライダ―、アメリカンフットボールなど）を除く 

■保険期間■　平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日　　■申込受付■　平成１７年３月１日～平成１８年２月２８日 

上記傷害保険のほかに賠償責任保険（補償限度額）や共済見舞金も含まれますので、お申し込みや詳しくは・・・ 
雲南市教育委員会スポーツ振興課　　０８５４-４０-１０７５、またはスポーツ安全協会島根県支部　　０８５２-２１-５３８８まで 

◎
消
防
庁
長
官
表
彰

多
久
和
分
館
女
性
防
火
ク
ラ
ブ（
三
刀
屋
町
）

永
年
に
わ
た
り
住
宅
防
火
対
策
を
積
極

的
に
推
進
し
、
地
域
に
お
け
る
防
火
思
想

の
普
及
に
務
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り

◎
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
金
章
」
受
章

小
田
川
善
盛
（
木
次
町
）

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
た
め
に

献
身
的
な
尽
力
を
し
、
交
通
事
故
の
防

止
と
交
通
秩
序
の
確
立
に
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り

◎
第
64
回
全
国
教
育
美
術
展

全
国
教
育
美
術
展
は
戦
前
か
ら
開
か

れ
て
い
る
子
ど
も
の
絵
の
展
覧
会
で
す
。

今
年
は
全
国
か
ら
２，
７
５
５
校
と

12
万
７，
８
９
２
点
の
応
募
が
あ
り
、

雲
南
市
か
ら
は
次
の
部
門
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

全
国
学
校
賞
・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

雲
南
市
立
木
次
小
学
校

地
区
学
校
賞
・
教
育
委
員
会
賞

雲
南
市
立
木
次
小
学
校

雲
南
市
立
加
茂
中
学
校

個
人
の
部
・
特
選
者

掛
合
保
育
所

か
け
や
夢
の
子
園
波
多
分
園

田
部
沙
織

雲
南
市
立
木
次
小
学
校

１
年
　
景
山
大
輝

２
年
　
大
森
孝
哉

３
年
　
若
槻
千
晶
、
西
川
美
希

４
年
　
杉
原
　
威

５
年
　
児
玉
陽
美
、
中
村
和
子
、

佐
々
木
大
輝
、
案
田
大
輔
　

６
年
　
山
根
史
子

雲
南
市
立
加
茂
中
学
校

１
年
　
栂
　
尚
寛
、
原
　
達
也
、

黒
川
未
生
、
永
瀬
佳
奈
、

渡
部
里
菜

２
年
　
加
藤
千
晶
、
安
田
綾
香
、

田
中
絢
子
、
楠
　
彩
華

総
務
部
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
２
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で

市
で
は
、
交
通
安
全
指
導
な
ど
を
行

う
交
通
指
導
員
を
次
の
方
々
に
委
任
し

て
い
ま
す
。（
任
期：

平
成
18
年
10
月
31
日
）

大
東
町

吾
郷
幸
雄
、
福
間
富
市
、
岡
田
隆
宣
、

田
　
榮
、
錦
織
昇
一
、
桑
垣
治
巳
、

塩
野
昭
雄

加
茂
町

黒
田
克
衛
、
村
上
勝
彦
、
加
藤
博
巳

木
次
町

永
瀬
隆
司
、
布
野
良
男
、
若
槻
隆
信
、

周
藤
繁
道
、
景
山
正
純
、
入
澤
文
彦

三
刀
屋
町

足
立
　
務
、
谷
口
昇
一
、
別
所
　
實
、

千
葉
俊
美
、
山
根
和
夫
、

多
々
納
タ
ケ
子
、
星
野
恵
美
子

吉
田
町

大
島
儀
市
、
奥
川
満
安
、
若
槻
要
市
、

杉
原
武
信

掛
合
町

早
水
行
雄
、
三
浦
正
規
、
茂
富
　
勉
、

神
田
　
武
、
坪
倉
要
輔
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雲
南
市
交
通
指
導
員
の
紹
介

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

特
別
障
害
給
付
金

平
成
17
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

4
月
1
日
付
で
老
人
保
健
の

医
療
受
給
者
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

高尾君子会長（左）と
万場晶子副会長

記念誌をめくると加茂町７０年の

歩みが手に取るようにわかります。

本書を通して加茂町の歴史を次世代

に語り継いでください。

■Ａ4オールカラー　144ページ

■価格　2,000円（税込み）

■平成17年2月末発刊

加茂町閉町記念ビデオ・DVD
も発行されます。

・ビデオ 1,575円
・ＤＶＤ 1,890円
いずれも税込み価格です

32分
ケース付き（ ）

■お申し込み、お問い合わせは
加茂総合センター自治振興課まで ０８５４-４９-８６０１

「加茂町70年の歩み～そして未来へ」



雲
南
市
立
木
次
図
書
館

０
８
５
４
・
４
２
・
１
０
２
１

ま
た
は
木
次
教
育
分
室

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
８
４

雲
南
市
木
次
図
書
館
の
蔵
書
点
検
の
た
め
３

月
１
日
〜
14
日
ま
で
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

掛
合
公
民
館

０
８
５
４
・
６
２
・
０
１
８
９

ま
た
は
掛
合
教
育
分
室

０
８
５
４
・
６
２
・
０
３
０
３

雲
南
市
掛
合
体
育
館
内
に
あ
り
ま
し
た
図

書
室
が
掛
合
公
民
館
内
に
移
設
さ
れ
ま
す
。

３
月
12
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
、
読
み
聞
か
せ
等
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
い
ま
す
。
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

◎
取
り
壊
し
た
建
物
が

登
記
さ
れ
て
い
る
場
合

法
務
局
で
速
や
か
に
滅
失
登
記

．
．
．
．

を
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
登
記
を
さ
れ
れ
ば
市
役
所
へ

の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

◎
取
り
壊
し
た
建
物
が
未
登
記
の
場
合

市
役
所
税
務
課
又
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
家
屋
滅
失
届

．
．
．
．
．

に
記
入
し
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
（
認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

な
お
、
取
り
壊
さ
れ
た
建
物
を
家
屋
台
帳

等
で
特
定
す
る
の
に
、
多
少
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
）
右
記
の
登
記
又
は
届
け
出
を
忘
れ
る

と
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
家
屋
の
固
定
資

産
税
を
納
め
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
固

定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

現
在
に
所
有
さ
れ
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
等
へ
お
出
か
け
い

た
だ
か
な
く
て
も
、
自
動
的
に
あ
な
た
の
預

貯
金
か
ら
納
税
で
き
ま
す
。
お
忙
し
い
方
、

お
留
守
が
ち
の
方
に
は
特
に
便
利
で
す
。

「
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
」
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
預
貯
金
口
座
届
出
印

を
押
印
の
う
え
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

山
陰
合
同
銀
行
、
雲
南
農
業
協
同
組
合
、

島
根
銀
行
、
し
ま
ね
信
用
金
庫
、

中
国
労
働
金
庫
の
本
支
店
・
支
所

お
よ
び
各
郵
便
局

産
業
振
興
部
農
林
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
５
１

ま
た
は
島
根
県
木
次
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
業
部

０
８
５
４
・
４
２
・
９
５
５
６

野
生
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は
免
許
や
登
録
、

あ
る
い
は
、
市
町
等
の
許
可
が
必
要
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水

産
物
等
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
自
ら
野
生
鳥
獣

（
有
害
鳥
獣
）
を
捕
獲
し
た
い
と
の
問
い
合

わ
せ
等
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
関
連
法
の
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
野
生

鳥
獣
の
捕
獲
す
る
た
め
に
は
、免
許
・
登
録
、

あ
る
い
は
、
市
町
等
の
許
可
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
で
き
る
の
は

次
の
よ
う
な
場
合
等
で
す
。

■
狩
　
猟

狩
猟
期
間（
11
月
15
日
か
ら
翌
２
月
15
日
）

に
（
島
根
県
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
11
月
１

日
か
ら
翌
２
月
末
日
ま
で
）、
鳥
獣
の
捕
獲

が
可
能
な
場
所
で
、
狩
猟
免
許
を
有
し
、
当

年
度
の
狩
猟
者
登
録
を
受
け
た
方
が
、
狩
猟

鳥
獣
（
鳥
類
28
種
、
獣
種
20
種
）
を
、
銃
、
わ

な
、
網
な
ど
法
定
猟
具
を
使
用
し
て
捕
獲
す

る
場
合
。

■
有
害
鳥
獣
捕
獲

農
林
水
産
物
被
害
、
生
活
環
境
の
悪
化
、

人
身
へ
の
危
害
又
は
自
然
生
態
系
の
攪
乱
等

の
被
害
が
生
じ
て
い
る
か
又
は
そ
の
お
そ
れ

が
あ
り
、
防
除
対
策
を
し
て
も
被
害
等
が
防

止
で
き
な
い
と
き
に
、
捕
獲
の
必
要
な
時
期

に
、
捕
獲
の
必
要
な
場
所
で
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
許
可
を
受
け
た
有
害
鳥
獣
捕
獲
（
駆
除
）

班
が
、
農
林
水
産
物
等
に
被
害
を
与
え
る
捕

獲
の
必
要
な
鳥
獣
を
、
捕
獲
に
効
果
的
な
方

法
（
危
険
な
方
法
は
避
け
る
）
で
捕
獲
す
る

場
合
。

※
現
在
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
個
体
数
調
整

の
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
猟
具
ご
と
に
必
ず
標
識
を
つ
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
軽
自

動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
所
有
者
に
課
さ
れ
る

税
で
す
。

不
要
に
な
っ
た
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど

を
廃
車
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
４
月
１
日
を

経
過
し
た
場
合
、
平
成
17
年
度
の
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
３
月
中
の
廃
車
手

続
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

軽
自
動
車
、

バ
イ
ク
の
廃
車
は
お
早
め
に

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

速
や
か
に
届
け
ま
し
ょ
う
！

納
税
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

野
生
鳥
獣
（
有
害
鳥
獣
）

の
捕
獲
に
つ
い
て

15 14

平
成
16
年
中
に
建
て
替
え
や
移
転
な
ど
の
た

め
、
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
3
月
中
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い

雲
南
市
立
木
次
図
書
館
の

休
館
に
つ
い
て

掛
合
図
書
室
の
新
設
オ
ー
プ
ン

建
設
部
下
水
道
課

０
８
５
４
・
４
２
・
３
４
７
１

市
で
は
市
民
の
皆
様
の
衛
生
的
・
快
適
な

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、
生
活
排
水
対
策
と

し
て
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄

化
槽
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
整
備
が

完
了
し
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
供
用
開
始
の
日

か
ら
１
年
以
内
（
汲
み
取
り
便
所
の
場
合
は

３
年
以
内
）
に
宅
内
の
排
水
設
備
の
改
造
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
宅
内
の
排
水
設
備
を
改
造
さ
れ
る

場
合
は
、
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

設
備
工
事
は
市
が
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公共下水道排水設備
（個人で設置・管理する部分）

ふるさとしまねナチュラルライフフェアは、工芸品や民芸品など、
ものづくりを体験してもらうことで雲南市の魅力をＰＲします。

【日　時】 平成17年2月26日（土）午前10時～午後5時
平成17年2月27日（日）午前10時～午後4時

【場　所】 タウンプラザ島根（島根県市町村振興センター）
松江市殿町8－3

【出展者】 雲南社会福祉協議会吉田支部（藁細工）
財団法人　鉄の歴史村（ケラを使ったアクセサリーづくり）
舟木木工所（ミニ障子づくり）
ふるさと加茂実行委員会（飲食コーナー等）
加茂遊学ファーム（農産物販売コーナー）
銅鐸そば燦

さん

々
さん

会（飲食コーナー）
加茂岩倉遺跡ガイダンス（パネル・ビデオ）

産業振興部商工観光課 ０８５４-４０-１０５４



　今年度もサンワーク木次トレーニン
グルームをご利用いただきありがとうご
ざいました。 
　そこで、日頃ご利用いただいているお
客様に感謝の気持ちを込めて、サンワ
ーク木次では1ヵ月の期間限定で感謝
祭を行います！！ 

 
　水を育む緑豊かな森を次世代に引き継ぐため平成17
年度から「水と緑の森づくり税」を導入します。 
■納める人 

　個人…県内に住所がある人 
　　　　（一定所得金額以下の人は非課税） 
　法人…県内に事務所等を有する法人 
■納める額 

　個人…年500円 
　法人…県税均等割の5％相当額 
■納付の方法 

　現行の県民税均等割に加算し、県民税の一部として
納付 

 
　産業廃棄物の減量や適正な処理を推進するため、
平成17年度から「産業廃棄物減量税」を導入します。 
■納める人 

　産業廃棄物の排出事業者 
■納める額 

　重量1トンあたり1,000円（ただし、平成17年度は333円、
平成18年度は666円） 
 
ホームページ（http://www2.pref.shimane.jp/zeimu/）
でもご覧いただけます。 

　日本古来の伝統芸能・
文化である『落語』を
より身近に楽しもう。
米朝一門より若手4人
をお迎えしての寄席で
す。 
　前回大好評いただい
たオリジナル弁当も限
定販売の予定です。 

【開催日時】 3月19日（土） 開場12：30～開演14：00～ 

【会　　場】 雲南市加茂文化ホール・ラメール 

【入 場 料】 500円 

　　　　　 ふれあい亭弁当付特別入場券 1,500円 

【チケット問い合わせ】 

　　　　　 雲南市加茂文化ホール・ラメール 

【日　時】 3月21日（月） 開場13：00～開演14：00～ 

【場　所】 木次経済文化会館（チェリヴァホール） 

【公　演】 「萬狂言　雲南普及公演」 

【内　容】 1部　狂言の歴史・解説～お稽古披露 

　　　　  2部　狂言「蝸牛」 

【出　演】 小笠原 匡、野村扇丞、山本豪一 

【入場料】 無　料（整理券が必要です） 

　採用後は、幹部候補生学校で教育を受け、1年後に
3等陸・海・空尉に任官します。 

 
22歳以上26歳未満の者（平成18年4月1日現在） 
※大学院において修士の学位を受けたものは28歳未
満の者 
※学校教育法に基づく大学を卒業した者または、大学
卒業に相当すると認められる者 

 
平成17年4月4日（月）～5月13日（金） 

 
■1次試験：5月21日（土）・22日（日）、松江市・浜田市 
■2次試験：6月21日（火）～23日（木）のうちの1日間、 
　試験内容や場所など詳しくは、自衛隊島根地方連絡
部松江募集案内所まで 

応募資格 

水と緑の森づくり税 

産業廃棄物減量税 

受付期間 

試験期日・場所 

平成平成17年4月1日より 

を導入導入します。 

平成17年4月1日より 

を導入します。 

水と緑の森づくり税 
産業廃棄物減量税 

島根県税務課からのお知らせ 

 

　今年も約100品種のランを展示即売

する「みとやラン・蘭・らんまつり」が

開催されます。期間中の20日と21日

にはＮＨＫ「趣味の園芸」講師でおな

じみの富山昌克さんによるラン栽培講

習会も開かれます。みなさんのご来場

お待ちしています。 

毎日先着100名様に限り 
ラン、山野草、花苗の 
いずれか1点をプレゼント 

ご来場の方に 

 

　狂言は、主人と太郎
冠者、次郎冠者らがこ
っけいな芝居を演じる
古典芸能のひとつで雲
南市では初の狂言公演
となります。狂言の成
り立ちからお稽古、実
演まで数百年の歴史を伝える古典芸能がみじかに
観覧できる数少ない公演となります。 

よろず きょう げん 

か ぎゅう 

お願い：お一人様4ビンゴまでといたします。（特別賞を除く） 

回数券3枚進呈 

○期間中、トレーニングルームをご利用された
日にスタンプを押していきます。 
○たて・よこ・ななめ、いずれか一つをそろえ
るとビンゴ！ 
○ビンゴになると回数券がもらえます。 

ル

ー

ル

 

たて・よこビンゴ 

回数券2枚進呈 
フリースペースご使用使用のビンゴ フリースペースご使用のビンゴ 

ビンゴをねらって 
回数券をゲットしよう！ 

富山昌克さん 
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かもなか 

はたや 

みなみだいとう 

ひのぼり 

しもくの 

JR木次線 

宮
内
街
道
線 

飯
石
広
域
農
道 

出雲仁多線 

稗原木次線 

出雲
大東
線 

東
城
街
道

東
城
街
道 

東
城
街
道 

飯石広域農道 

掛
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大
東
線
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街
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玉
湯
吾
妻
山
線 

大
仁
広
域
農
道 

325

40

283

39
176

176

51

185 272

271

197

267

25

24
53

24

268

45

156

25

269

269

273

51

38

272

54

314

54
松
江
自
動
車
道 

山陰
道 

宍道JCT

三刀屋木次IC

大東町 

加茂町 加茂町 加茂町 

木次町 木次町 三刀屋町 

掛合町 

吉田町 吉田町 

いずもだいとういずもだいとう いずもだいとう 

　ＮＴＴ西日本では、3月初旬から順次、
新しい電話帳をお届けします。その際、
現在お使いになられている電話帳に
つきましては、新しい電話帳と取替えさせていただきま
すので、お手数ですが配達員へお渡しください。 
　なお、配達当日にご不在の方につきましては、別途
回収に伺いますので、タウンページセンターまでお問い
合わせください。 
　また、お届け内容の変更・配達冊数の変更につきま
してもタウンページセンターで受付しますのでタウンペ
ージセンターまでお電話でご用命ください。 

●冬用タイヤの着用と早めのタイヤチェーン装着により、安全運転を心掛けてください！ 

●チェーンの着脱はチェーン着脱場で！  道路上での着脱は、他の車の迷惑で危険です！ 

●夜間や早朝は、カーブや橋面上での凍結に注意！ 

●急ブレーキや急ハンドルは、スリップの原因となります。ゆっくり車間距離をとって安全運転！ 

交通事故処理車  
捜査用車各1台  
常時出動可能  
  
パトカー2台  
常時出動 

白バイ 
配置運用 

国道対策として 

現三成、掛合警察署管内の治安対策 
現在の警察署の建物は、治安拠点「庁舎」として、ボランティア団体等の活動や、青少年健全育成武道教室等に 
広く活用します。 

○現在の警察署と同じ区域を担当します。 

   （※掛合交番では、雲南市三刀屋町を除きます。） 

○休日・夜間にも警察職員が常駐します。 

○交通関係許認可サービスを実施します。 

○きめ細かなパトロール活動を実施します。 

○駐在所と連携して迅速に事件事故に対応します。 

「警部」を所長とする交番の設置 

パトロール体制の強化 

新設交番で実施する許認可サービス 

道路使用許可申請の受理・交付 

自動車保管場所申請の受理・交付 

制限外積載許可 

荷台乗車許可 

設備外積載許可 

駐車許可 

通行禁止道路通行許可 

運転免許証再交付 

運転免許証記載事項変更 

運転免許証更新事務（週1回） 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

※風営法、銃刀法、公安条例
等にかかわる許可について
は、事務の性質上、交番では
取扱いません。 
　（新警察署で取扱います。） 

※警察署、運転免許センターで
は、従来どおり運転免許証
更新ができます。 

　木次町尾原地内で希少動物のクマタカが保護され
ました。クマタカを保護したのは近くに住む亀山幹生さん。
　クマタカは、北海道から九州まで広く分布していますが、
生息する個体数は少なく、絶滅のおそれのある種として
日本版レッドデータブックには絶滅危惧Ⅰ類（島根県版
では緊急保護種）として掲載されています。 
　保護されたクマタカは、衰弱が激しくケガもしていた
ため、手当て後まもなく死亡しましたが、その希少性から
剥製保存される予定になっています。 

夜間・休日 

はく せい 

き ぐ 

19 18



子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル（9：30～11：30） 
　15日（火）阿用公民館、16日（水）久野公民館、 
　17日（木）佐世公民館、18日（金）地域福祉センターおおぎ 
　28日（月）幡屋公民館 
②子育てサロン「木馬」（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日：1日、 8日、15日、22日、29日 
　　毎週木曜日：3日、10日、17日、24日、31日 
③子育て相談（10：00～17：00） 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　毎月第2・第4金曜日 
④子育て教室・赤ちゃん教室（9：30～11：30） 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　子育て教室：3日（木） 
　　赤ちゃん教室：8日（火）  
⑤劇団「風の子」（10：00～11：00） 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　14日（月）『ハローまるちゃん』 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030

掛合保育所内　　0854-62-9900

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

kiss-kidsスタッフ奥井　　0854-42-3988
サンキューハハ 

①保育所開放日（9：00～11：00） 
　開放日には、自由遊び(保育所の子供たちの遊びを見てもら
い、一緒に過ごしたり…など)や手遊び、絵本の読み聞かせ、
親子ふれあい遊び、育児相談など行っています。ぜひ遊びに
きてくださいね！ 
　●かけや夢の子園　毎週水曜日：2日、  9日、16日、23日 
　●波多分園　　　   毎週木曜日：3日、10日、17日、24日 

Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　Kiss－Kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児
（有料）や未就園児のサークル活動（ぷちぴよ　くらぶ）、
園児・小学生のサークル活動などを行っています。　 
①ぷちぴよ　くらぶ活動紹介 
　お茶会（9：30～）をのぞき、いずれも10：00～ 
　●  4日（金）ひなまつりパーティー●12日（土）みそづくり 
　●18日（金）お茶会  子供50円  ●25日（金）お楽しみ会・食事付 
八日市地区の集い 
　木次町八日市地区の未就学児と親 
 （祖父母）の子育てサロン。 
　●月1回。土曜日の午前に 
　　八日市公民館で行っています。 

なかよし児童館　　0854-45-9501

　つくしっ子広場では、子どもたちが自由に遊びながら、子
供同士のかかわりによって社会性の基礎をつくったり、絵本
の読み語りやリズム遊びをとおして、親子のふれあいをして
います。また、ほっとする時間が持てるように、一緒にお茶
を飲みながらお話をしたりと楽しく過ごしています。  
　●場　所：なかよしホール、かもてらす 
　　※日時については市民カレンダーでご確認ください。  
　●活動の内容 
栽培活動、制作活動、おやつ作りや豆まき、ひなまつりなど
季節の行事、絵本の読み語り、人形劇などをしています。  

　●参加費：100円（お茶代、活動費として） ※わくわくおはなし会「三刀屋高校・演劇部の劇を楽しもう！」も予定しています。 

※参加希望の方は2月28日（月）までにお申し込みください。 

①活動紹介  すくすく育児相談（9：30～）をのぞき、いずれも10：00～ 
　● 3 日(木)　ひなまつり 
　● 7 日(月)　絵本屋サーカスさんの読み語り 
　●10日(木)　歌の集い｢ドレミちゃん｣ 
　●14日(月)　誕生会 
　●17日(木)　すくすく育児相談 
　●23日(水)　出前保育｢雲南市木次健康福祉センター｣ 
　●29日(火)　木のおもちゃ屋｢木や｣さんによる 
　　　　　　　＊木のおもちゃで遊ぼう！ 
②同級生の集いの日　　　毎月1・2・3火曜日 
　1日｢うさぎちゃん｣、8日｢りすちゃん｣、15日｢ひよこちゃん｣ 
③出前保育 
　● 9 日（水）西日登公民館 
　●12日（土）温泉公民館 
　●16日（水）日登公民館 
③保育所一般開放 
　●木次保育所　毎週火曜日：1日、8日、15日、22日 
　　　　　　　　　 0854ー42ー2341

毎週月～金曜日 9：00～12：00（祝日はお休みです） 
①活動紹介 
●8日（火） 
　10：00～ 
 
 
●4日（金） 
　10：00～ 
　11：00～ 
 
 
●11日（金） 
　10：00～ 
 
●18日（金） 
　10：00～ 

お楽しみ会「調理実習」～おやつを作ろう～ 
会場：三刀屋町農村環境改善センター 
 
 
赤ちゃん相談 赤ちゃんの計測や発育・発達の相談
など 
妊婦さん相談 妊婦さんの健康チェックや相談・
指導など助産師・保健師・保育士が相談にのります。 
 
あそぼう広場（1歳半から） 
小麦粉粘土で遊ぼう！ 
 
赤ちゃん広場（1歳半まで） 
赤ちゃん絵本を楽しもう！ 

要予約 

●開放日：一緒に親子遊びをしましょう。また、育児につい
て保育士が相談にのりますので気軽に声をかけてくださ
い。新たな交流の輪も広がります！おじいさん、おばあさ
んも、どうぞ、お出かけください。 
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3月の休館日 行事日程

毎週金曜日、20日（祝）、21日（月）振替休日、
31日（木）【図書整理日】

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

今月のおすすめ

3歳の女児は段ボール箱でミイラの
ように餓死していた。なぜ両親は女の
子を死に至らしめたのか、その深層に
迫るルポルタージュ。第11回小学館
ノンフィクション大賞受賞作。

「ネグレクト─育児放棄」

杉山　春
はる

著

地震の前に動物たちが騒ぎだすのは
なぜ？火星探査機が行方不明になった
原因とは？身の回りの不思議な出来事
を明快に解きあかす、科学の面白さに
めざめるサイエンス・エッセイ。

｢考えてみれば不思議なこと｣

池内　了
さとる

著

今月のおすすめ

①宮部みゆき「日暮らし」
②角

かく

田
た

光代「対岸の彼女」
③よしもとばなな「なんくるない」

★こぐまちゃんくらぶ
とき：毎週月曜日　11：00～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、絵本の読み

語り、紙芝居、手遊びなど
※わらべうたあそびのボランティア募集中です。大東図
書館までご連絡ください。
★おはなしパーティ
～親子いっしょで楽しさも100倍に！～
とき：3月12日（土）10:00～11:20
内容：第1部　わらべうたあそび　　10:00～

第2部　おはなし会　　　　　10:25～
第3部　ストーリーテリング　11:00～

※お申し込みは不要です。開始時間に間に合うよう
お越しください。

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

3月の休館日 行事日程
1日（火）～14日（月）【特別整理期間】、21日（月）、22日（火）
【20日開館の代休】、28日（月）、31日（木）【月末整理日】
※20日（日・春分の日）は開館します。

★よみかたりのじかん
17日（木）、24日（木） 15：30～

1 2 3

●藤岡大拙
だいせつ

「出雲人」●柳田邦男「砂漠でみつけた一冊の絵本」●影井　秀
しゅう

「東大コーチ。」●北野武「異形
い けい

」●北原保雄「問題な
日本語」●山崎洋子「沢村貞子という人」●さだまさし「眉

び

山
ざん

」●大島みち子、河野
こうの

実「愛と死をみつめて」●大沢在昌
ありまさ

「ニッ
ポン泥棒」●大友英一「ボケない生活」●高木　徹「大仏破壊」●心の謎を探る会「精神分析が面白いほどわかる本」●植野正子
「〈夫婦で〉〈ひとりで〉いますぐ1000万円貯める」●桜井哲夫ほか｢入門講座デジタルネットワーク社会｣●松本忠子

あつ こ

「松本忠子のお
べんとうの秘訣」●渡邊

わたなべ

みどり「美しいポシャギ」●沼田まほかる「九月が永遠に続けば」●川上弘美「恋愛小説」●山本一力
いちりき

「だいこん」●桐野夏生
なつ お

「白蛇教異端審問」●ダレンシャン「ダレンシャン（12）」●小池真理子「エリカ」●塩野七生
なな み

「ローマ人の
物語（13）」●貝原

かいはら

俊民
としたみ

「大地からの警告」

新着の本（抄）

●宇
う

江
え

佐
さ

真理「憂
う

き世店
よだな

松前藩士物語」●藤岡大
だい

拙
せつ

「出雲人 改訂版」●浅田次郎「霧
む

笛
てき

荘
そう

夜話
や　わ

」●玄侑宗
げんゆうそう

久
きゅう

「釈迦に説法」●瀬戸内寂聴
「藤壺」●福井晴敏「終戦のローレライ（上）（下）」●宮城谷昌光「三国志（一）（二）（三）」●坂東眞砂子「春

しゅん

話
わ

二十六夜 月待ちの恋」●樋口
裕一「頭がいい人、悪い人の話し方」●瀬尾まいこ「幸福な食卓」●平岩弓枝「日光

にっこう

例
れい

幣
へい

使
し

道
どう

の殺人 はやぶさ新八御用旅」●乃
の

南
なみ

アサ「し
ゃぼん玉」●東野圭吾「さまよう刃

やいば

」●桂　望実
のぞみ

「ボーイズ・ビー」●香川まさひと「島根の弁護士（１）」（コミックスです）●飯田朝子「数え
方の辞典」●金柿

かながき

秀幸「幸せの絵本」●越高
こしたか

一夫ほか「心をつなぐ読みきかせ絵本１００」●「新大東町誌」（館内でご利用ください）ほか

新着の本（抄）

特別整理期間（蔵書点検のための臨時休館）3／1（火）～3／14（月）まで　書庫の資料もあわせて約5万冊の蔵書を一冊一冊、場所と数を確かめ
る作業などの館内整理作業を行います。これによって、不明資料や場所違い資料、修理が必要な資料、買い替えが必要な資料を確認します。



日 月 

火 水 木 金 土 

振替休日 春分の日 

●寝たばこは、絶対やめる 
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する 
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す 

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する 
●寝具や衣類からの火災を防ぐために防炎製品を使用する 
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する 
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、 
　　　　　　　　　　　隣近所の協力体制をつくる 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東町民体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県木次健康福祉センター 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

木 村 医 院  

辰 村 医 院  

山 根 医 院  

（法）川 本 医 院 

（法）長見クリニック 

西 村 医 院  

（木次町） 

（木次町） 

（木次町） 

（木次町） 

（木次町） 

（木次町） 

和 田 医 院  

陶 山 診 療 所  

吉 岡 医 院  

狩 野 医 院  

よこお小児科 

田 部 医 院  

（飯石郡飯南町）

（三刀屋町） 

（三刀屋町） 

（三刀屋町） 

（三刀屋町） 

（三刀屋町） 

2月27日（日） 

3月 6日（日） 

13日（日） 

20日（祝） 

21日（月） 

27日（日） 

1月26日 

かけ ほとけ 

保元寺防火訓練の様子 保元寺防火訓練の様子 

文 化  財  防  火  デ  ー  
3
つ
の
習
慣 

4
つ
の
対
策 

　雲南市では、1月21日～26日の期間、市内８か所で文化財の火災
を想定した防火訓練や防火設備等の点検が行われました。
そのうち、1月21日に行われた防火訓練では、国指定
の重要文化財である｢銅板線刻十一面観音像懸仏｣が所
蔵されている保元寺（木次町木次）で、地元のみなさ
んが見守る中、雲南消防署員による本番さながらの防
火訓練が行われました。 

◆第28回吉田町自治会卓球大会 
（吉田勤労者体育センター） 

◆チェリヴァシアター「ＳＷＩＮＧ ＧＩＲＬＳ」 
（チェリヴァホール／①10:00～②13:00～ 
　　　　　　　　 ③16：00～④19：00～） 

◆しまねポップスオーケストラinアスパル 
（アスパル／14:00～） 
◆ＴＢＧ月例大会 
（加茂中央公園ふれあいの丘／14：00～） 
◆第15回ＧＧ大会 
（加茂中央公園スポーツの丘多目的広場／14：00～） 

◆B＆G杯ハイレディース 
バレーボール大会 
（B＆G海洋センター／13：30～） 

 

◆三刀屋・大東高校卒業式 
◆サンサン教室・掛合地区 
（掛合公民館／9:30～） 
◆つくしっ子広場「料理教室」 
（かもてらす／10：00～） 

◆三刀屋高校・掛合分校卒業式 
◆予防接種（風しん） 
（木次健康福祉センター／13:30～
14:30受付） 

◆予防接種ポリオ 
（掛合健康福祉センター／15:30～） 

◆定期巡回児童相談 
（チェリヴァホール／10:00～16:00） 
【問】出雲児童相談所　  0853－21－0007 

◆こころの健康/ものわすれ相談 
（島根県木次健康福祉センター／ 
　　　　　　　　　　13：00～予約制） 

◆サンサン教室・波多地区 
（波多公民館／9:30～） 

◆離乳食教室（かもてらす／13：00～） 
◆つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

◆大東・加茂・掛合中学校卒
業式 

◆交通事故巡回相談 
（木次合同庁舎／9：00～15：00） 
※希望される方は、前日15：00までに
予約を交通事故相談所   
　　0852ー22ー5102

◆断酒会 
（かもてらす／18：30～） 

◆断酒会 
（三刀屋農村環境改善センター／ 
　　　　　　　　　　　19：00～） 

◆発達クリニック 
（島根県木次健康福祉センター／ 
　　　　　　　　9：00～予約制） 

◆アルコールによる困りごと相談 
（島根県木次健康福祉センター／ 
　　　　　　　　13：00～予約制） 

◆文化公演 
「萬狂言  雲南普及公演」 
（チェリヴァホール／13:00～） 
◆心の健康づくり教室 
「ストレスと上手につき合う方法」 
（サンワーク木次／13:30～14:00受付） 
◆断酒会 
（木次町下熊谷地域福祉サブセンター
／19：00～） 

◆海潮・木次・三刀屋中学校
卒業式 

◆サンサン教室・掛合地区 
（掛合公民館／9：30～） 
◆つくしっ子広場「お別れ会」 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 

◆離乳食教室 
（大東健康福祉センター／ 
3・4か月10：00～、5か月～1歳11：00～） 

◆いきいき運動教室 
（まめなかセンター／13:00～） 
◆予防接種 
　（風しん・はしか・三種混合） 
（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 

◆雲南障害者ニュースポーツ教室 
（アスパル／13：30～15：30～） 
◆妊婦・赤ちゃん相談 
（三刀屋健康福祉センター／10:00～） 
◆赤ちゃん相談 
（木次健康福祉センター／9:30～11:00） 
◆いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 

◆西・加茂小学校卒業式 
◆乳児健診 
（かもてらす／13：00～） 
◆予防接種（風しん） 
（大東健康福祉センター／13：15～受付） 

◆雲南市内各小学校卒業式 
◆離乳食教室 
（木次健康福祉センター／ 
　　　　　　　9：00～9：30受付） 

◆加茂・久野・西幼稚園卒園式 

◆予防接種（風疹） 
（大東健康福祉センター／13：15～受付） 

◆いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 
◆プチつくしっ子広場 
（加茂健康福祉センターかもてらす 
　　　　　　　　　　／10：00～） 

◆デフ・パペットシアター・ひとみ
の人形劇「泣き虫桃太郎」 
（チェリヴァホール／14:00～） 
◆吉田中学校卒業式 
◆遊学チャレンジスクール 
（かもてらす／１０：００～） 

 
 
 

◆いきいき運動教室 
（掛合健康福祉センター／10:00～） 

 

◆ラン・蘭・らんまつり 
（三刀屋農業振興センター／21日まで） 
◆落語「ラメールふれあい亭」 
（ラメール／14：00～） 
◆田井小学校卒業式 
◆アジアンシアター「永遠の片思い」 
（チェリヴァホール／①14：00～②19：00～） 

◆大東・海潮・佐世・阿用幼稚園
卒園式 

◆三刀屋町内幼稚園卒園式 

◆難病相談【問】　 0853－22－9343 
（（財）島根難病研究所／13：00～16：00） 
◆水中ウォーク教室 
（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆マタニティースクールBコース 
（木次健康福祉センター／13:00～13:30受付） 
◆いきいき運動教室 
（まめなかセンター／13:00～） 
◆3歳児健診 
（大東健康福祉センター／13：15～受付） 
◆さわやかクラブ 
（掛合健康福祉センター／10：00～） 

◆第13回みとや大学 
（アスパル娯楽音楽室／10：00～） 

◆サンサン教室・波多地区 
（波多公民館／9：30～） 

◆木次町内幼稚園卒園式 
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